GOOD COMMUNICATORのスゝメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15.10.2003
ぜろ・めでぃあ班 荒川木綿子、宮本芙希子、山田千佳、真中拓美、船越瞳
テーマ１：コミュニケーションからみる共通認識
共通認識（コード、カテゴリー、テーマなど）は存在していると確認することはできない。

そこでコミュニケーションをする上では、主体は相手との共通認識の存在を想定し（刺激に対して反応がかえってくるという認識）、信じる。

しかし、実際には私たちは外部からの刺激を自分のフィルター（経験）を通して自分のイメージに当てはめ、理解するので、その想定し信じている共通認識には個人ごとに差異・ズレが生じている。

このことから、私たちが実際に持っているものは、相手との共通認識ではなく共通了解であるといえる。

＝完全な共感（他者の感情などを全く同じに理解すること、一致すること）はできない。
例）　SA 
つまり、コミュニケーションは不確実かつ曖昧なものなのである。

テーマ２：コミュニケーションからみる現実

私たちは、環世界だけでなく外部世界があると信じることで他者を存在させる。

その上で、主体が他者との共通認識であると信じている部分が現実である。

＜現実への過程＞

1 環世界で何かを存在させているのは自らの認識である。（存在はしているが現実ではない）

2 それ（自分の中の認識によって存在させたもの）を共通認識として他者と分かち合えたと想定できたときに、それは現実となる。

つまり、　　存在　≠　現実　　
　　　　（主観による）（客観による）

✽環世界で作られるのは存在のみで、現実を作り出すためには客観性を必要とする。

例)　SA

コミュニケーションからみるまとめ
他者との差異・ズレ（ニーズの相違など）はコミュニケーションによって明確にされ、認識される。そのズレを埋めるためには、更なるコミュニケーションが必要である。この繰り返しの過程を通して、共通了解がだんだんと具体的になってゆき、輪郭がはっきりしてくる（当然、共通了解事項の量も増える）。cf.）グローバル→ローカル→パーソナル

つまり、コミュニケーションは不確実かつ曖昧で複雑なものなのだが、人と関わってゆく上ではとても重要なものなのだ。

自分との共通了解をより多く持ち得た相手が、自分にとってのGOOD COMMUNICATORであるといえる。

